
緒言

Agilent 255 化学発光窒素検出器 (255 NCD) では、
窒素を含む有機化合物を簡単に検出することが可能です。

どのような窒素化合物が 255 NCD で検出されるのかと
の質問を受けることがありますが、窒素を含む化合物の
検出には、これらの化合物を一酸化窒素に変換する必要
があります。255 NCD ステンレスバーナーにより、
1800 ° C 以上の水素および酸素プラズマ中で窒素化合物
を一酸化窒素に変換します。

255 NCD では、化合物をこのようなプロセスで一酸化
窒素へ変換することで、窒素を含む有機化合物の検出を
可能にしています。ステンレスバーナーにより、アンモ
ニアやヒドラジンなどの無機化合物も一酸化窒素に変換
することが可能です。ステンレスバーナーからの一酸化
窒素は化学発光リアクションセル内でオゾンと反応し、
化学発光反応を生じます。赤色光学フィルターにより、
その他の化学種からの化学発光シグナルを抑制しながら、
窒素の化学発光反応からの光の選択的な透過を可能にし
ます。

255 NCD の選択性は、すべての化合物がオゾンと混合
された場合に化学発光を示すとは限らないという事実に
起因します。また、ステンレスバーナーはすべての化合
物を一酸化窒素に変換できるとは限りません。255 NCD
において、ほとんどもしくは全くレスポンスを示さない
一部の化合物には、二酸化炭素、水、窒素、酸素、希ガ
ス、塩素化炭化水素などが含まれます。これらの化合物
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は、多くのサンプルマトリクスの主成分に相当します。
このような化合物のいずれもが、255 NCD とは大きな
干渉を起こさず、窒素を含有する対象化合物の微量分析
の測定にほとんど影響しません。

255 NCD で検出される化合物の例

• アミン
• カルバゾール
• インドール
• 窒素化合物
• ニトリル
• ニトロソアミン
• ピリジン
• キノリン
• アンモニア
• ヒドラジン
• シアン化水素
• 一酸化窒素、NO
• 二酸化窒素、NO2

• NOX (検出は可能ですが、クロマトグラフィー的に
難しい化合物)

255 NCD で検出されない化合物
• 二酸化炭素
• 窒素ガス
• 水
• 炭化水素
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詳細情報
アジレント製品とサービスの詳細については、アジレン
トのウェブサイト www.agilent.com/chem/jp をご覧くだ
さい。


